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2011 年度の 1 年間，ニューヨ
ーク大学心理学部のユルマン教授

のもとで研究生活を送ってまいり

ました。ユルマン先生は社会心理

学者で，自発的特性推論（他者の

行動を見たり読んだりしただけで

教示や意図がなくても瞬時に特性

を推論すること）を初めて報告し

た研究者です。私の専門は対人認

知の発達ですが，近年，自発的特

性推論の発達過程を検討してお

り，かつ比較文化的検討を行いた

いと考えていたため，思い切って

ユルマン先生にアタックしてみま

した。すると，発達心理学者との

コラボレーションに興味を持って

くださり，ユルマン先生に受け入

れていただけることになりまし

た。こうして，無事ニューヨーク

大学での共同研究を開始したので

した。

まず印象的だったのは，ニュー

ヨーク大学が，学外の研究者との

交流をとても大切にしているとい

うことです。心理学部だけでも，

アメリカ国内外から多くの研究者

がサバティカルで，入れ替わり立

ち替わり来ていました。そしてそ

れらの人々には客員研究員とし

て，様々な資源が惜しみなく与え

られました。研究室は二人部屋で

したので，同室の研究者と日米の

大学のシステムの違いを語り合う

などの交流ができたのは，貴重な

経験でした。

また，実にうまい仕組みだな

あ！と感嘆したのは，リサーチア

シスタント（RA）の制度です。特

に意欲のある学生は，セメスター

の終わり頃に，狙いを定めた先生

かしています。そして，世界から

何かを求めて人々が集まってくる

ので，街にうごめくパワーは物凄

いです。私は初めての海外長期滞

在ということもあり，そのパワー

にやられそうになることもしばし

ばでした。なので，学会参加のた

めサンディエゴに行った時には，

人々や街のゆるやかな様子に，心

底癒されたものでした。しかし，

少し離れるとまた帰りたい！と思

わせる吸引力があるのがニューヨ

ークです。私もそろそろあの街が

恋しくなっています（笑）。うま

くいかないことや苦労も本当にた

くさんありましたが，あのパワフ

ルで刺激的な街で，多様な分野・

人種の人々と知り合い，深～く濃

～い研究生活を送った経験は，一

生の宝です。

のところに直接メールで CVを送

り，「あなたの研究室で research

experienceを積ませてください！」

と嘆願します。週に最低 10時間，
数ヵ月の単位でプロジェクトに RA

として参加するのです。全て無償

労働！　ただし学生にとっても，

その経験を履歴書に書くことがで

き，進学や就職に有利になるとい

うメリットがあるというわけです。

ユルマン先生のところにも，多

くの学生からこのようなリクエス

トがどしどし届き，またどこで聞

きつけてきたのか!? 私のところに

もぽつぽつ届きました。そのメー

ルの文面の熱心さと自己アピール

力に，とても感心したのを覚えて

います。それらの学生を一人ひと

り面接し，最終的に優秀な 3 名
の RAを得ることができました。

こうして，英語による刺激作成，

アメリカ人データの収集など，RA

達の協力なしでは到底実現できな

かったことを，何とか終えること

ができました。

授業も聴講しましたが，驚いた

のは毎回膨大な課題が出されるこ

とです。次回までに分厚い専門書 1
冊を読んでくる，ということもあり

ました。term paperと呼ばれる最

終レポートもかなり要求が高く，

とにかくどんどん学生に勉強させ

るのが当たり前でした。うーん，

日本の大学生が勉強しないと言わ

れているのは，やはり否定できな

いかもしれません……（自らの教

育への反省も込めて！）。

ニューヨークという街は，歩く

のも話すのも仕事の仕方も，全て

が極めてスピーディで，皆せかせ

パワフルな街ニューヨークでの
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